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初めてベトナムのハノイに赴任したのは 1999 年３月～2001 年３月のこと。あれから 12 年の歳




ていた４つの社も同様である。現在では面積 3328.9k ㎡、人口 669 万 9600 人（『2011 ベトナム統





















































という（『トイバオキンテーベトナム』紙 2013 年５月 29 日付）。 
タクシーも重要な交通手段のひとつである。116 のタクシー関連企業がハノイ市内に存在する





ところ 250 万ドンを取られた、オーストラリア人夫妻が移動距離７km で 100 万ドンを支払わされ
た、などというケースも伝えられている（『ティエンフォン』紙 2013 年５月 28 日付）。言葉の発
音などで相手がよそから来た者と分かったり、乗車時刻が遅かったりすると、こうしたことが誘
発される可能性があるようだ。料金計に細工をするというというケースもあるという（『ティエン
































（『トイバオキンテーベトナム』紙 2013 年６月 18 日付）。ベトナムでは、公共交通網、道路網の
建設、整備が積極的に進められているだけに、バリアフリー化、歩道の整備も含めて、交通安全、
交通事故防止対策、事故発生後の迅速な人命救助体制の整備の分野で、着実に成果を上げていく
ことが期待される。 
【付記】ベトナムで長年ご活躍され、考古学の分野で多くの功績を残された西村昌也氏が 2013
年６月９日、ハノイ市郊外で起きた交通事故により逝去された。お会いしたことはなかったが、
ベトナムの方から悲しみを伝えられ、先生のすごさがよく理解できた。先生のご冥福を心からお
祈り致します。 
 
